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地域水道ビジョンの策定状況
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出典：厚生労働省健康局水道課 平成19年7月1日現在

現在給水人口は平成17年度水道統計 日本水道協会

水道ビジョンレビュー
１．水道ビジョンの目的

現在の地域水道ビジョン策定状況 44 % 現在の地域水道ビジョン策定状況 52 %
（上水道事業） （用水供給事業）
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・「地域水道ビジョン作成の手引き」に示した要件に該当する地域水道ビジョンは１１３プラン
・策定済み上水道事業の給水人口比率（平成１７年度末）： 全国の上水道事業の合計の４８％
・策定済み水道用水供給事業の１日最大給水量比率（平成１５年度末）： 全国の水道用水供給事業の合計の６２％

○地域水道ビジョン策定状況

 

　　　　　　　　現在の地域水道ビジョン策定状況 48 % 　　現在の地域水道ビジョン策定状況 62 %
（上水道事業） （用水供給事業）
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○地域水道ビジョンの作成実績と予定、作成内容の評価

上水道事業の規模（現在給水人口）別策定状況

出典：厚生労働省健康局水道課 平成19年7月1日現在
現在給水人口は平成15年度水道統計 日本水道協会

注 ：建設中は0.5万人未満に含めた
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86

水道ビジョンの策定状況（上水道事業）
・水道事業体の策定率（平成15年度末） ４％

水道ビジョンレビュー
１．水道ビジョンの目的
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水道用水供給事業の規模（１日最大給水量）別策定状況

合計

出典：厚生労働省健康局水道課 平成19年4月1日現在
１日最大給水量は平成15年度水道統計 日本水道協会

注 ：建設中は2.5m3未満に含めた
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12

水道ビジョンの策定状況（水道用水供給事業）
・水道用水供給事業体の策定率（平成15年度末） １１％

水道ビジョンレビュー
１．水道ビジョンの目的

○地域水道ビジョンの作成実績と予定、作成内容の評価
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（平成19年7月1日現在）

出典：厚生労働省健康局水道課

水道ビジョンレビュー
１．水道ビジョンの目的

○地域水道ビジョンの作成実績と予定、作成内容の評価



6出典：厚生労働省健康局水道課

全プランの設定状況（98プラン）
・「計画的な施設の更新」を目標に設定した事業者は、ほぼ全ての事業者である。
・「基幹施設の耐震化」、「管路網の耐震化」など地震対策を設定した事業者は、

70％を超えている。
・「水質事故の防止」を目標に設定した事業者は、約70％である。
・「水道分野の国際貢献」は、約10％と最も少ない。

水道ビジョンレビュー
１．水道ビジョンの目的



7出典：厚生労働省健康局水道課

上水道事業の設定状況（給水人口による重み付け）
・「計画的な施設の更新」を目標に設定した水道事業者は、ほぼ全ての事業者である。
・「基幹施設の耐震化」、「管路網の耐震化」など地震対策を設定した事業者は、

約90％となっている。
・「水質事故の防止」を目標に設定した事業体は90％を超えている。
・「第三者委託の導入」を目標に設定した事業体は約80％となっている。
・「水道分野の国際貢献」は、最も少なく約20％程度である。

水道ビジョンレビュー
１．水道ビジョンの目的



8出典：厚生労働省健康局水道課

用水供給事業の設定状況（日最大給水量による重み付け）
・「計画的な施設の更新」を目標に設定した水道用水供給事業者は、ほぼ全ての事業者である。
・「水質事故の防止」を目標に設定した事業者は約90％を超えている。
・「応急給水実施の確保」を設定した事業者は80％を超えているが、「基幹施設の耐震化」、
「管路網の耐震化」は、上水道事業に比べて低く約50％程度となっている。

・「第三者委託の導入」を目標に設定した事業者は約80％となっている。
・「水道分野の国際貢献」は約40％程度となっている。

水道ビジョンレビュー
１．水道ビジョンの目的
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地域水道ビジョンの策定見込み
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地域水道ビジョン策定状況（平成20年度までの予定）

410件, 81%

98件, 19%

策定済み（予定）事業体数

未策定事業体数


